令和６年度第７４回松江市柔道選手権大会
　要　　項
１．主　催　　松江市柔道連盟
２．期　日　　令和６年１０月２７日（日曜日）

３．会　場　　島根県立武道館（松江市内中原町 ℡22-5711）
４．日　程　　開場・受付 ···············  8:30目途　（受付係の案内まで入館は認めない）

審判・監督会議 ···········  9:30 試合開始 ········· 10:00
終了時刻 ················· 14:00
５．試合内容および参加料金
試合は、国際柔道連盟試合審判規定および本大会申合せ事項により行い、中学生以下の試合は国内における少年大会特別規定を適用する。
【勝敗基準】

・リンク戦および敗者戦は、「僅差勝ち（指導差２以上）」で勝敗を決し、「引分け」ありとする。
・トーナメント戦は、「僅差勝ち（指導差２以上）」および「旗判定」により必ず勝敗を決し、ゴールデンスコアは行わない。
【種別】

◇小学生 ···············　個人戦 試合時間 ２分間 ３位決定戦なし【参加料金 1,000円／人】

	低学年
	25kg以下級
	中学年
	30kg以下級
	高学年

男子
	45kg以下級
	高学年

女子
	45kg以下級

	
	25kg超級
	
	30kg超級
	
	45kg超級
	
	45kg超級


◇中学生 ···············　個人戦 試合時間 ３分間 ３位決定戦あり【参加料金 1,000円／人】

	男子個人戦
	学年別とする。
ただし、出場者数によっては、他の学年に含める場合があり、主催者側で協議し決定する。

	女子個人戦
	


※試合は、各種別毎にトーナメント戦※を行う。

※試合内容は、参加人数により、リーグ戦などに変更する場合があります。

◇一般・大学・高専・高校（男子）　個人戦 試合時間 ３分間　リンク戦【参加料金 1,500円／人（高校生：1,000円／人）】
◇一般・大学・高専・高校（女子）　個人戦 試合時間 ３分間　リンク戦【参加料金 1,500円／人（高校生：1,000円／人）】
　◇アシスト　··············· 　   個人戦 試合時間 ３分間 　リンク戦（順位なし）【参加料金 1,500円／人】
※アシストは、男子のみとし、高校・高専(４・５年)・大学・一般の部に出場しない人で、概ね各教室の保護者を対象とし、現役選手・指導者を除く柔道愛好家を対象とする。
※一般・大学・高専・高校（男子・女子）の部は、リンク戦で２勝した者により、決勝トーナメントを行う。

６．参加資格
（１）参加資格について

・各団体の代表者は、選手本人の出場意思を確認し、体力および健康に十分な配慮を行い、保護者の承諾を得ること。 
また、万が一の怪我に備え、傷害保険等に加入していること。
・各団体は、選手１０名まで毎につき１名以上の審判員を選出すること。
（例：選手１０名以下の場合1名以上、３０名以下の場合３名以上となる）
（３）脳震盪について
①大会１ヶ月以内に脳震盪を受傷した者は脳神経外科の診察を受け出場の許可を得ること。 
②大会中、脳震盪を受傷した者は継続して当該大会に出場することは不可とし、至急、専門医（脳神経外科）の精査をうけること
③練習再開に際しては、脳神経外科の診断を受け、許可を得ること。
④当該選手の指導者は大会事務局および全柔連に対し書面により事故報告書を提出すること。
（４）皮膚真菌症（トランジス感染症）について

皮膚真菌症の発症有無を各所属の責任において必ず確認すること。感染が疑わしい、または、感染が判明した選手については迅速に医療機関において的確な治療を行うこと。もし、選手に皮膚真菌症の感染が発覚した場合は、大会へ出場することが出来ない場合がある。
７．申込先および方法
（１）松江市柔道連盟「matue1010renme@gmail.com」へ電子メールにて申込みしてください。
なお、申込み後３日以内に当連盟から受付確認メールを返信します。
（返信がない場合、0８0-６３０６-０１８２【受付担当者：青山】へご連絡ください）
（２）申込書のフォーマット（Excel）は、添付ファイルをご利用ください。

（３）所属団体毎に申込みを行うこと。個人単独での申込みは一切受付けません。
また、申込みを当連盟が受付けた時点で参加料が発生するため、欠場による払い戻しはいたしません。
８．申込み期限　　　令和６年１０月５日（土曜日）【注】期限超過による申込みは理由を問わず一切受付けない。
９．大会参加料金　当日持参下さい。（領収書を分けて希望される団体は、当日大会事務局へ申し出て下さい。）
１０．表　　　　彰　１～３位に賞状を贈る。小学生の部で参加人数が１６人以上の種別では５位（４人）に 敢闘賞を贈る。
なお、表彰は随時行う。 
１１．傷害保険
（１）主催者は、参加者の傷害保険には加入いたしません。各チームで必ず保険に加入してください。
（２）選手は健康保険証を必ず持参すること。
（３）大会中の不慮の負傷、疾病については応急処置を施すが、その後治療を要する場合は参加選手個人において行うものとする。
１２．その他

（１）選手に無理な減量をさせることないよう、節度ある参加申し込みをすること。
（２）申込みに記載した選手氏名等は、「プログラムへの記載」「大会成績・写真等を新聞・HP 等への記載」についてご了承いただいたものとして、取扱いさせていただきます。
（３）武道館２階の柔道・剣道場だけの貸切です。ﾚｽﾘﾝｸﾞ場やその他器具は使用しないでください。

以　上

